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 このことについて、別添写しのとおり令和５年度全国学校保健・安全研究大会兵

庫県実行委員会長から依頼がありました。 

ついては、大会の趣旨を御理解の上、貴所属の関係者に周知いただき、参加希望

があれば、直接、申込みを行うようお知らせください。 
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                          学保安兵実第１４号  

令 和 ５ 年 ８ 月 ３ 日  

 

 各都道府県教育委員会教育長 様 
 

令和５年度全国学校保健・安全研究大会  
兵庫県実行委員会長（兵庫県教育長）  

 

 

令和５年度全国学校保健・安全研究大会の開催について 

 

 
時下、貴職におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 標記大会につきまして、別添開催要項のとおり実施いたします。 
 つきましては、大会の趣旨をご理解の上、下記について貴域内の市町村教育委員会及
び各幼稚園、認定こども園、学校、関係団体並びに国立及び私立学校の関係者等にご周
知いただくとともに、教職員の参加について特段のご配意をお願いいたします。 
 なお、開催要項等については、兵庫県ホームページにも掲載しております。 
 

記 
 
１ 送付物 
（１）開催要項 
（２）募集要項（大会参加登録・宿泊・お弁当申込手続きのご案内） 
 
２ 参加申込について 
（１）申込期間 令和５年８月４日（金）から令和５年９月 20日（水）まで 
（２）申込方法 別添の募集要項「大会参加登録・宿泊・お弁当申込手続きのご案内」 

を参照し、専用申込フォームから申し込んでください。 
申込フォーム URL：https://amarys-jtb.jp/hokenanzen 

 
 ※ 申込取りまとめについては、株式会社 JTB 神戸支店・株式会社日本ツアーサー

ビス共同事業体に委託しています。 
 ※ 全国学校保健会中央大会への申込は本大会申込からはできません。日本学校保健

会発出文書に基づき別途申込をお願いします。 
※ 下記ホームページに開催要項等を掲載します。  

   兵庫県教育委員会 HPトップページ > 事務局委一覧 > 体育保健課 > 
②児童生徒等の健康教育・安全教育の充実 
・令和５年度全国学校保健・安全研究大会について 

   https://www2.hyogo-c.ed.jp/hpe/taiiku/hokenanzen 
 

令和５年度全国学校保健・安全研究大会 

兵庫県実行委員会事務局 担当：藤谷 

（兵庫県教育委員会事務局体育保健課内） 

〒650-8567 神戸市中央区下山手通 5-10-1 

電話：078-362-3789   FAX：078-362-3959 

Mail：Wataru_Fujitani@pref.hyogo.lg.jp 

写

https://amarys-jtb.jp/hokenanzen
https://www2.hyogo-c.ed.jp/hpe/taiiku/hokenanzen


 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和５年度全国学校保健・安全研究大会 開催要項 

                                             

１ 趣 旨 

  我が国における少子高齢化や疾病構造の変化、さらには地球温暖化に伴う気候変動な

ど、近年の社会環境や自然環境の急激な変化は、我々人間の心身に様々な影響を及ぼし

ている。特に今般の新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、子供たちの生活リズ

ムの乱れやストレス等の健康課題が指摘されている。また、学校内外においても、子供

が被害に遭う事件・事故への対応など、学校管理下における児童生徒の安全確保が重要

な課題となっている。 

さらには、東日本大震災等の経験や教訓を踏まえた「防災教育・訓練」の充実や、原

子力災害への対応など、災害発生時に命を守るための正しい知識の習得や日頃の備えの

重要性がますます高まってきている。 

  これらの課題解決を図るためには、学校全体として学校保健・学校安全に取り組む校

内の組織体制を整備するとともに、学校・家庭・地域が一体となり、確かな学力、豊か

な心、健やかな体の調和を重視する「生きる力」を育む教育を推進していく必要がある。 

  本大会は多年にわたる研究成果を踏まえ、生涯を通じて心豊かにたくましく生きる子

供の育成をめざして、諸課題について研究協議を行い、学校保健・学校安全の充実発展

に資するものである。 

 

 ２ 主 題 

   生涯を通じて、心豊かにたくましく生きる力を育む健康教育の推進 

   ～自ら健康課題の解決に取り組み、未来を切り拓く子供の育成～ 

 

 ３ 主 催 

   文部科学省、兵庫県教育委員会、神戸市教育委員会、公益財団法人日本学校保健会、 

   兵庫県学校保健会  

 

 ４ 期 日 

   令和５年１０月２６日（木）・２７日（金） 

 

 ５ 開催方法 

   参集開催及び後日オンデマンド配信 

 

 ６ 開催地及び会場 

   開 催 地  兵庫県神戸市 

   会   場  神戸文化ホール・神戸市立中央体育館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７ 内 容 

(1)  全体会 

 開会式 

 表彰式 

学校保健・学校安全の功労者に対する文部科学大臣表彰を行う。 

 記念講演 

講演内容 「ネット・ゲーム依存の成り立ちと対応」 

講  師  神戸大学大学院医学研究科・医学部 

デジタル精神医学部門 特命教授 曽良 一郎 

(2)  課題別研究協議会（別表） 

１０課題について、課題別に研究発表、研究協議、指導助言及び講義を行う。 

(3)  全国学校保健会中央大会 

 

 ８ 日程及び内容 

【１日目】１０月２６日（木） 

11:30   12:00   12:30    13:00    14:00     14:40 14:50      16:20 

  

 

一般参加者 

受   付 【開会式】 

【表彰式】 

【受賞伝達式】

・学校保健 

・学校安全 

休

憩 
【記念講演】 

受賞者 

受 付 

受賞者 

打合せ 

 

 

 【２日目】１０月２７日（金）  

9:00 9:30           12:00     13:00            15:30 

受付 【課題別研究協議会】（５課題） 

 

昼食 

休憩 

【課題別研究協議会】（５課題） 

全国学校保健会中央大会 

 

９ 参加対象者 

(1) 幼稚園、認定こども園、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学

校、特別支援学校の校（園）長、副校（園）長、教頭、主幹教諭、保健主事、養

護教諭、保健体育科教諭、安全担当、その他の教職員 

(2) 学校医、学校歯科医、学校薬剤師 

(3) 教育委員会の学校保健、学校安全関係職員 

(4) 学校保健会事務局の職員 

(5) ＰＴＡ会員、その他都道府県・指定都市・中核市教育委員会で適当と認めた者 

   

10 資料代  ３，０００円 ※参加形態を問わず一律 

 

 11 関係団体が主催する行事 

(1) 第 54 回全国学校保健・学校医大会  令和５年１０月２８日（土） 

(2) 第 73 回全国学校歯科医協議会    令和５年１０月２６日（木） 

(3) 第 73 回全国学校薬剤師大会     令和５年１０月２６日（木） 



12 全体会及び課題別研究協議会・全国学校保健会中央大会会場 

 

【１日目】令和５年１０月２６日（木）全体会・受賞伝達式 

内  容 会  場 

全体会（開会式・表彰式・記念講演） 神戸文化ホール 大ホール 

受賞伝達式（学校保健表彰） 神戸文化ホール 大ホール 

受賞伝達式（学校安全表彰・ 

学校安全ボランティア活動奨励賞） 
神戸文化ホール 中ホール 

 

【２日目】令和５年１０月２７日（金）課題別研究協議会・全国学校保健会中央大会 

 ＜午前の部＞ ９：３０～１２：００（９：００開場） 

内  容 会  場 

第２課題（保健管理） 神戸文化ホール 中ホール 

第４課題（現代的健康課題） 神戸文化ホール 大ホール 

第６課題（学校環境衛生） 神戸市立中央体育館 第１体育室 

第８課題（学校事故防止対策） 神戸市立中央体育館 競技場 

第９課題（教科等における安全教育） 神戸市立中央体育館 第２体育室 

 

＜午後の部＞１３：００～１５：３０ 

内  容 会  場 

第７課題（喫煙、飲酒、薬物乱用防止教育） 神戸文化ホール 中ホール 

第３課題（心の健康） 神戸文化ホール 大ホール 

第１課題（学校経営と保健組織活動） 神戸市立中央体育館 第１体育室 

第５課題（歯・口の健康づくり） 神戸市立中央体育館 競技場 

第 10 課題 

（関係機関等との連携による安全の体制整備） 
神戸市立中央体育館 第２体育室 

全国学校保健会中央大会 神戸文化ホール リハーサル室 

※参加希望人数等により、会場を変更する場合があります。 



13 大会会場へのアクセスについて 

 
 

鉄道利用 

神戸市営地下鉄 

「西神・山手線」 

「大倉山」駅より徒歩 1分 

西１番出口より右手すぐのところにあります。 

ＪＲ（在来線） 
「神戸」駅より徒歩 10 分 

中央口改札を出て左にある北出口から北へ進んでください。 

各種私鉄 
「高速神戸」駅より徒歩 8分 

東口改札を出て右にある楠公出口から北へ進んでください。 

神戸市営地下鉄 

「海岸線」 

「ハーバーランド」駅より徒歩 12 分 

出口１と表示された方向へお進み頂き JR 神戸駅から北へ進んで

ください。 

ＪＲ（新幹線） 
「新神戸」駅より神戸市営地下鉄「西神・山手線」をご利用くだ

さい。 

 

航空機利用 

神戸空港 
神戸新交通「ポートアイランド線」 神戸空港 → 三ノ宮 

神戸市営地下鉄「西神・山手線」    三宮 → 大倉山 

伊丹空港 

伊丹市営バス         大阪国際空港 → 阪急伊丹 

阪急電鉄               塚口 → 高速神戸 

大阪モノレール          大阪空港 → 蛍池 

阪急電鉄               蛍池 → 神戸三宮 

神戸市営地下鉄「西神・山手線」    三宮 → 大倉山 

 

神戸文化ホール： https://www.kobe-bunka.jp/hall/about_hall/573/ 

神戸中央体育館： https://kobechuo-gym.jp/access/ 



〔別表〕令和５年度全国学校保健・安全研究大会 課題別研究協議会 
課 題 研 究 協 議 題 研究協議題設定の趣旨 研 究 協 議 の 内 容 

第

１

課

題 

学
校
経
営
と
保
健
組
織
活
動 

心豊かにたく
ましく生きる力
を育むための特
色ある学校経営
と組織活動の進
め方 

 心豊かにたくましく生きる力を
育てるためには、児童生徒の発達の
段階を考慮して学校教育活動全体
で取り組む必要がある。 
 そのため、学校経営の進め方と保
健主事等の果たす役割並びに学校、
家庭及び地域社会が一体となった
組織活動の効果的な取組について
協議する。 

① 健康教育を中核とした学校
経営の進め方について 

② 保健主事を核として推進す
る健康教育の進め方について 

③ 学校、家庭及び地域社会が
連携した学校保健委員会の効
果的な取組について 

第

２

課

題 

保
健
管
理 

生涯を通じて
健康の保持増進
を目指す学校、家
庭及び地域との
連携を図った保
健管理の進め方 

 生涯にわたり心身ともに健康な
生活を送るためには、ヘルスプロモ
ーションの理念を生かし、学校や地
域の実態、個々の子供に応じた対応
を図る必要がある。 
そのため、学校での適切な保健管

理の進め方について協議する。 

① 適切な健康診断の実施と事
後措置の進め方並びに結果の
活用について 

② ヘルスプロモーションの考
え方を生かした指導や保健管
理の進め方について 

③ 感染症・食中毒等の予防及
び発生時の対応について 

第

３

課

題 

心
の
健
康 

豊かな人間性
と社会性を育み、
心の健康の保持
増進を目指す教
育の進め方 

 自然災害や重大な事件・事故の発
生に伴う子供の心のケアや、友人や
家族などの人間関係の悩みなど、メ
ンタルヘルスに関する問題が多様
化している中、これらの問題への適
切な対応が求められている。 
 そのため、心の健康づくりを目指
した教育活動や校内外の組織体制
づくりの進め方について協議する。 

① 児童生徒の課題に即した心
のケアや健康相談の進め方に
ついて 

② 心の健康づくりを目指した
教育活動の展開と環境整備等
の進め方について 

③ 学校、家庭及び地域の関係
機関との連携を図った心のケ
アの進め方について 

第

４

課

題 

現
代
的
健
康
課
題 

 多様化する現
代的健康課題に
適切に対応する
ための保健活動
の進め方 

現代的な健康課題への対応にあ
たり、年齢や生活環境などに応じ
て、運動、食事、休養及び睡眠の調
和のとれた生活を続ける必要があ
る。 

そのため、生涯にわたり健康を保
持増進するための望ましい生活習
慣づくりに関する指導の進め方に
ついて協議する。 

① 発達の段階に応じた望まし
い生活習慣づくりの進め方に
ついて 

② 各教科、特別活動及び総合
的な学習の時間等との関連を
図った指導の進め方について 

③ 学校、家庭及び地域社会が
連携した望ましい生活習慣づ
くりに関する指導の進め方に
ついて 

第

５

課

題 

歯
・
口
の
健
康
づ
く
り 

 生涯にわたる
健康管理の基盤
となる歯・口の健
康づくりの進め
方 

 生涯にわたる健康づくりを実践
するためには、自分の歯や口の健康
に関心をもち、自分の課題を把握
し、解決していくことができる資質
や能力を育てることが大切である。 
 そのため、歯・口の健康づくりを
目指した学校歯科保健活動の進め
方について協議する。 

① 歯科健康診断の効果的な実
施と結果等を活用した健康教
育の実施について 

② 各教科、特別活動及び総合
的な学習の時間等との関連を
図った指導計画の作成、実施、
評価及び改善について 

③ 学校、家庭及び地域社会が
連携した学校歯科保健活動の
進め方について 

 



課 題 研究発表者 講師・指導助言者（コーディネーター） 

第

１

課

題 

学
校
経
営
と
保
健
組
織
活
動 

① 兵庫県立西宮北高等学校 

   校 長     宮 本 美枝子 
○講  師 
  愛知教育大学 
   准教授    山 田 浩 平 
 
○指導助言者（コーディネーター） 
  高島市教育委員会事務局 

学校教育課 
   主 監    中 原 いずみ 

② 埼玉県戸田市立戸田第二小学校 

   教 頭     菊 地 奈津子 

③ 和歌山県立桐蔭中学校 

   養護教諭    堺   亜紀子 

  和歌山県立桐蔭高等学校 

   養護教諭    名 倉 行 子 

第

２

課

題 

保
健
管
理 

① 長野県上田市立西内小学校 

   養護教諭    小 林 和 子 ○講  師 
  びわこ学院大学 
   教 授    岩 崎 信 子 
  
○指導助言者（コーディネーター） 
  埼玉県教育局県立学校部 

保健体育課 
  指導主事   澤 村 文 香 

② 兵庫県宍粟市立千種中学校 

   養護教諭    山 本 美 紀 

③ 滋賀県立甲良養護学校 

   養護教諭    若 林 弓 恵 

第

３

課

題 

心
の
健
康 

① 埼玉県立いずみ高等学校 

   養護教諭    片 寄 ゆうや 
○講  師 
  社会福祉法人別府発達医療センター 

大分療育センター 
所 長    清 田 晃 生 

 
○指導助言者（コーディネーター） 
  川崎市教育委員会学校教育部会 

健康教育課 
  指導主事   簗 部 めぐみ 

② 神戸市立長尾小学校 

   主幹教諭    松 本 亜由美 

③ 大阪市立友渕中学校 

   教 諭     宮 村 昭 寛 

第

４

課

題 

現
代
的
健
康
課
題 

① 兵庫県養父市立八鹿小学校 

   養護教諭    藤 原 良 子 ○講  師 
  横浜国立大学 
   教 授    物 部 博 文 
 
○指導助言者（コーディネーター） 
  神奈川県立総合教育センター 

指導研究課 
課 長    斎 藤 祐 介 

② 愛知県立みあい特別支援学校 

   教 諭     松 本 陽 子 

③ 京都府京丹波町立和知中学校 

   養護教諭    吉 田 芳 子 

第

５

課

題 

歯
・
口
の
健
康
づ
く
り 

① 大阪府立なにわ高等支援学校 

保健主事    寺 井 基 起 
○講  師 
  明海大学 
   名誉教授   安 井 利 一 
 
○指導助言者（コーディネーター） 
  品川区教育委員会事務局 

教育総合支援センター 
   特別支援教育担当課長 

唐 澤 好 彦 

② 茨城県大洗町立南中学校 

   養護教諭    追 田 祐 子 

③ 兵庫県姫路市立御国野小学校 

   養護教諭    黒 田 真 未 



 
課 題 研 究 協 議 題 研究協議題設定の趣旨 研 究 協 議 の 内 容 

第

６

課

題 

学
校
環
境
衛
生 

 快適な学校環境
づくりを目指す学
校環境衛生活動の
進め方 

 快適な学習環境をつくるため
には、環境衛生活動の充実を図
るとともに、教職員及び児童生
徒が学校における環境衛生につ
いて関心を持つことが必要であ
る。 
 そのため、学校環境衛生基準
を踏まえた学校環境衛生活動の
進め方について協議する。 

① 計画的・組織的な学校環境
衛生活動の実施と事後措置に
ついて 

② 学校環境衛生管理の徹底を
図るための取組について 

③ 学校薬剤師との連携による
学校環境衛生の取組について 

第

７

課

題 

喫
煙
、
飲
酒
、
薬
物
乱
用 

防
止
教
育 

 安全で豊かな社
会と健康を守り育
てるための喫煙、
飲酒、薬物乱用防
止教育の進め方 

青少年の喫煙や飲酒、薬物乱
用は、様々な健康影響を引き起
こしたり、事故等の社会的な問
題の要因となったりすることか
ら、学校の教育活動全体を通じ
て指導が行われる必要がある。 
そのため、発達段階を考慮し

た、喫煙や飲酒、薬物乱用の効果
的な防止教育の進め方について
協議する。 

① 喫煙、飲酒、薬物乱用防止教
育に関する指導計画の作成、
実施、評価及び改善について 

② 小学校、中学校、高等学校に
おける喫煙、飲酒、薬物乱用防
止教育の進め方について 

③ 学校、家庭及び地域社会が
連携した喫煙、飲酒、薬物乱用
防止教育の進め方について 

第

８

課

題 

学
校
事
故
防
止
対
策 

事件や事故、災
害を未然に防ぐ事
前の危機管理や発
生時の適切な対応
について 

 学校事故を未然に防ぐために
は、日本スポーツ振興センター
災害共済給付データを活用した
事故分析手法を各学校で生かす
とともに、同センターの調査研
究についての理解を深める必要
がある。 

また、事故検証やそれに基づ
いた再発防止策の立案と実施、
継続、情報発信等の方法につい
て協議する。 

① 日本スポーツ振興センター
の災害共済給付データを活用
した安全対策について 

② 事件や事故、災害の検証に
基づいた再発防止対策の在り
方について 

③ 事件や事故、災害を未然に
防ぐ事前の危機管理や発生時
の適切な対応について 

第

９

課

題 
教
科
等
に
お
け
る
安
全
教
育 

 発達の段階に応
じた効果的な安全
教育について 

 生涯にわたり安全な生活を送
るためには、自他の生命尊重の
理念を基盤として、進んで安全
で安心な社会づくりに貢献でき
る資質や能力を育成する必要が
ある。 
 そのため、発育発達の段階に
おける特徴を考慮しつつ、効果
的な安全教育の進め方について
協議する。 

① 安全で安心な社会づくりへ
の参画を意識し、自らの責任
を自覚して行動する生徒の育
成について 

② 的確な判断のもと主体的に
行動し、地域の安全活動等に
参加する生徒の育成について 

③ 自らの安全を守るために主
体的に行動し、他の人々の安
全にも気配りができる児童の
育成について 

第 

10 

課 

題 

関
係
機
関
等
と
の
連
携
に 

よ
る
安
全
の
体
制
整
備 

 学校・家庭・地域
が連携した効果的
な安全体制整備の
在り方と通学路に
おける安全確保の
方策について 

 学校安全体制を充実させるた
めには、校内体制を整備すると
ともに、関係機関や地域ボラン
ティア等との連携を深めること
が重要である。 
そのため、学校、家庭及び地域

社会が連携した効果的な安全体
制整備や安全確保方策の在り方
について協議する。 

① 学校安全充実のための効果
的な校内体制の在り方につい
て 

② 関係機関や地域ボランティ
ア等との連携による防犯・交
通安全の体制整備について 

③ 関係機関や保護者・地域住
民等との連携による災害安全
の体制整備について 

 



課 題 研究発表者 講師・指導助言者（コーディネーター） 

第

６

課

題 

学
校
環
境
衛
生 

① 岐阜県立岐阜北高等学校 

   養護教諭    川 田 由美子 

学校薬剤師   望 月 祐 子 

○講  師 
  岐阜医療科学大学 
   教 授    永 瀬 久 光 
 
○指導助言者（コーディネーター） 
  埼玉県教育局県立学校部 

保健体育課 
健康教育・学校安全担当主幹 

   脇 田 一 亮 

② 奈良県大和郡山市立片桐中学校 

   養護教諭    森   三恵子 

③ 神戸市立和田岬小学校 

   学校薬剤師   安 田 理恵子 

養護教諭    森 本 綾 子 

第

７

課

題 

喫
煙
、
飲
酒
、
薬
物
乱
用 

防
止
教
育 

① 京都市立川岡小学校 

   校 長     中 村 佳 明 ○講  師 
  埼玉県立精神医療センター 
   副病院長   成 瀬 暢 也 
 
○指導助言者（コーディネーター） 
  鹿児島県姶良市立姶良小学校 
  校 長    楠 生 勝 宏 

② 兵庫県立阪神昆陽高等学校 

   教 諭     奥 田 諒太朗 

③ 山形県村山市立楯岡中学校 

   教 諭     齊 藤 洋 子 

第

８

課

題 

学
校
事
故
防
止
対
策 

① 独立行政法人日本スポーツ振興センター 

災害共済給付事業部調査課 

課 長     後 藤 元 子 ○講  師 
  東京学芸大学 
   名誉教授   渡 邉 正 樹 
  
○指導助言者（コーディネーター） 
  東京都葛飾区立花の木小学校 
   校 長    伊 藤   進 

② 神奈川県平塚市立土屋小学校 

   校 長     五十嵐   透 

③ 京都市教育委員会事務局体育健康教育室 

   主任指導主事  西 田 鉄 平 

第

９

課

題 
教
科
等
に
お
け
る
安
全
教
育 

① 京都市立明親小学校 

   教 諭     秋 元 尚 子 ○講  師 
  高知県土佐市立蓮池小学校 
   校 長     門 直 子 
 
○指導助言者（コーディネーター） 
  佐賀県立武雄高等学校 
   教 諭    碇   竜 治 

② 高知県立山田特別支援学校 

   教 頭     三 好 喜 久 

③ 国立大学法人兵庫教育大学附属幼稚園 

園 長     森 田 啓 之 

第 

10 

課 

題 

関
係
機
関
等
と
の
連
携
に 

よ
る
安
全
の
体
制
整
備 

① 大阪府高槻市立寿永小学校 

   教 諭     高 松   涼 ○講  師 
  京都大学防災研究所 
  巨大災害研究センター 
   教 授    矢 守 克 也 
 
○指導助言者（コーディネーター） 

京都市立納所小学校 
 教 頭    別 井 真 一 

② 愛媛県新居浜市立東中学校 

   校 長     山 本 基 二 

③ 兵庫県立東播磨高等学校 

   主幹教諭    福 村 順 一 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご挨拶 

 

 盛夏の候、時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

今秋神戸市で開催される「令和５年度全国学校保健・安全研究大会」のご参加に関し、兵庫県の委

託を受け弊社株式会社 JTB 神戸支店と株式会社日本ツアーサービスでお世話をさせていただくことに

なりました。大会の成功に向けて精一杯のお手伝いをさせていただく所存です。 

ご不明な点があれば何なりと担当者にお申し付けください。宜しくお願い申し上げます。 

 

                           株式会社 JTB神戸支店          支店長 木崎 尚文 

                     株式会社日本ツアーサービス 代表取締役 馬場 謙志 

 

 

 

 

 

 総合旅行業務取扱管理者とは、お客様の旅行を取扱う営業所での取引に関する責任者です。この旅行に 

関し、担当者からの説明にご不明点があれば、ご遠慮なく上記の取り扱い管理者までおたずねください。 

 

令和５年度全国学校保健・安全研究大会 

大会参加・研究協議会・宿泊・昼食弁当 申込みのご案内 

旅行主催（お申込み・お問い合わせ先） 

株式会社 JTB 神戸支店  [ 観光庁長官登録旅行業第 64号 ] 

 〒650-0034 兵庫県神戸市京町 70番 松岡ビル６階 

 TEL ： 078-386-7655    FAX : 078-391-1143  E-mail ： hyogo_hokenanzen@jtb.com 

    総合旅行業務取扱管理者 ： 前田 泰明 

    担当 ： 令和５年度全国学校保健・安全研究大会デスク 吉田（博）、戸井、中島 

大会開催期日 ： 2023 年 10 月 26 日（木）～27 日（金） 

大会開催会場 ： 兵庫県 神戸市 

           神戸文化ホール 

           神戸市立中央体育館 
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１．申込受付項目 

 下記の項目をインターネットでお申し込みいただきます。 

 

受付項目 代金（税込） 申込開始 申込締切 変更締切 支払い締切 

大会参加（資料代） 3,000円 8/4（金） 9/20（水） 9/30（土） 10/11（水） 

課題別研究協議会 

10/27（金） 

 午前・午後各５課題 

大会参加費 

に含みます 
8/4（金） 

9/20（水） 

第 1・第 2 希望 

登録 

― ― 

宿泊 

10/25(水)〜27(金) 

 素泊りまたは 

１泊朝食付 

8,000円〜 8/4（金） 

10/4（水） 

各ホテル予約満室

になり次第締切 

宿泊日当日 10/11（水） 

昼食弁当（お茶付） 

10/27(金) 

1,000円〜 

1,280円 
8/4（金） 

9/30（土） 10/20（金） 10/11（水） 

 

 

 

  ・大会参加（資料代）は、現地参加者、オンライン参加者すべて同額となります。 

  なお、オンライン参加者は後日オンデマンド配信となります。 

別途配信に必要な情報をお申込者にご連絡します。 

 

 ・大会事務局様からの委託により、カード会社代理店契約のある株式会社 JTB 神戸支店が代行受付・ 

集金業務を行いますが、本項目は旅行契約に該当しません。 

 

 ・一度入金済みの資料代は、例年どおり一切返金ができません。あらかじめご了承ください。 

 

 

 

 ・開催日は令和５年 10 月 27 日（金）で、午前５課題、午後５課題となります。 

  特定の課題に申込が集中する場合を想定し、申込は先着順ではなく、一旦午前・午後の第１希望・ 

第２希望を登録いただき、申込状況に応じて事務局で調整を経たうえで参加いただく課題を連絡 

  することとさせていただきます。あらかじめご了承ください。 

 

 ・2023 年 7 月 1 日現在の開催内容は、別途「開催要項」でご確認ください。 

 

 

（１）大会参加（資料代）   料金 ￥3,000（おひとりさま） 

（２）課題別研究協議会    料金：大会参加費（資料代）に含みます 
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 会場へのアクセス、夕食場所への利便性を考慮し、下記のホテルをご用意しました。 

 

【宿泊ホテル一覧表】 

広さ 朝食代

（㎡） 素泊り 朝食付 (税込）

❶ 神戸東急REIホテル 喫煙シングル 14.9 11,430 13,300 1,870

禁煙シングル 14.9 11,430 13,300 1,870

❷ コンフォートホテル神戸三宮 禁煙ダブルスタンダード 15～16 14,800 14,800 ― 無料朝食

❸ 喫煙モデレートダブル 21 12,100 13,750 1,650

禁煙モデレートダブル 21 12,100 13,750 1,650

❹
ザ・ロイヤルパークホテル
キャンバス神戸三宮

禁煙ダブルまたはツイン
のシングルユース

18.6～
23.4

11,480 12,800 1,320 ビュッフェ

❺
ホテルモンテエルマーナ神戸
アマリー

禁煙ダブルまたはツイン
のシングルユース

16～
16.5

9,900 12,650 2,750 ビュッフェ

❻ ホテルサンルートソプラ神戸 禁煙シングル 15 9,570 11,000 1,430 ビュッフェ

❼ 神戸元町東急REIホテル 禁煙シングル 17.6 10,120 11,220 1,100 ビュッフェ

❽ 神戸プラザホテルウエスト 禁煙シングル
12～
15

8,250 9,570 1,320
セット
メニュー

❾
センチュリオンホテルグランド
神戸駅前

禁煙スーペリアシングル 14～ 8,300 10,500 2,200
和食中心
ビュッフェ

➓ 神戸ホテルジュラク 禁煙スタンダードダブル 17 8,000 9,980 1,980 ビュッフェ

⓫ ホテルクラウンパレス神戸 喫煙セミダブル 18.3 13,200 14,300 1,100

禁煙セミダブル 18.3 13,200 14,300 1,100

⓬
ホテルサンルートソプラ神戸
アネッサ

禁煙シングル 12.4 8,000 9,100 1,100 ビュッフェ

ビュッフェ

ビュッフェ

ビュッフェ

朝食形式
宿泊料金（サ込税込）

ダイワロイネット神戸三宮
PREMIER

番号 ホテル名 部屋タイプ

 

 

宿泊設定日：2023年 10月 25日（木)～ 10月 27日（土）の期間の宿泊 

● サービス料・税金込みのお１人様 1泊分の宿泊代金です。 

   素泊り、または朝食付きを選択してください。 

● 設備：客室は全室バス・トイレ付、タオル・バスタオル等アメニティ付です。 

   ● 最少催行人員：１名様 

● 添乗員：この旅行では、添乗員が同行せず、約款に定める旅程管理は行いません。お客

様に旅行サービスの提供を受けるために必要な確認書類をお渡しいたしますの

で、手続きはお客様ご自身で行っていただきます。 

● 旅行条件・旅行代金の基準：この旅行条件は、2023年 7月 1日を基準としています。 

  

 

 

 

 

 

（３）宿泊プラン （募集型企画旅行） 
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【公共交通機関・宿泊ホテル位置概要図】 

 

◎

● 空港リムジンバスのりば 三宮ターミナル JR・地下鉄・ポートライナー・阪急・阪神が地下街等で連結

至 東京方面 →山陽新幹線← 至　岡山・広島・博多方面

新開地

JR神戸

新神戸

地下鉄三宮県庁前湊川公園

神戸市文化ホール

大倉山

神戸三宮

◎ 市立中央体育館

中央市場前

神戸空港

三宮・花時計前

貿易センター

三宮

みなと

元町

JR

元町

JR三ノ宮

阪神元町

神戸三宮

高速

神戸

花隈

西元町

ハーバーランド

❶

❷

❸

❹

❺

❻❼ ❽❾

➓
⓫

地下鉄西神・山手線

阪急神戸線

ポート

ライナー

地下鉄湾岸線

●

会場最寄駅

⓫

⓬

 

 

会場：鉄道利用の場合 

神戸市営地下鉄 

「西神・山手線」 

「大倉山」駅より徒歩 1 分 

西１番出口より右手すぐのところにあります。 

ＪＲ（在来線） 
「神戸」駅より徒歩 10 分 

中央口改札を出て左にある北出口から北へ進んでください。 

各種私鉄 
「高速神戸」駅より徒歩 8 分 

東口改札を出て右にある楠公出口から北へ進んでください。 

神戸市営地下鉄 

「海岸線」 

「ハーバーランド」駅より徒歩 12 分 

出口１と表示された方向へお進み頂き JR 神戸駅から北へ進んでください。 

ＪＲ（新幹線） 「新神戸」駅より神戸市営地下鉄「西神・山手線」をご利用ください。 

 

会場：航空機利用の場合 

神戸空港 
神戸新交通「ポートアイランド線」 神戸空港 → 三ノ宮 

神戸市営地下鉄「西神・山手線」    三宮 → 大倉山 

所要 

約 36 分 
550 円 

伊丹空港 

大阪モノレール             大阪空港 → 蛍池 

阪急電鉄        蛍池 → 十三(じゅうそう) → 高速神戸 

所要 

約 70 分 
520 円 

空港リムジンバス          大阪国際空港 → 神戸三宮 

神戸市営地下鉄「西神・山手線」      三宮 → 大倉山 

所要 

約 63 分 
1,280 円 
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【各ホテルから会場へのアクセス】 

経　路 片道料金 所要時間

❶ 神戸東急REIホテル
JR三ノ宮駅東口下車
徒歩３分

地下鉄三宮駅
→ ２駅目大倉山駅

210円 約18分

❷ コンフォートホテル神戸三宮
JR三ノ宮駅東口下車
徒歩７分

地下鉄三宮駅
→ ２駅目大倉山駅

210円 約23分

❸
ダイワロイネット神戸三宮
PREMIER

JR三ノ宮駅中央口
下車徒歩８分

地下鉄三宮駅
→ ２駅目大倉山駅

210円 約20分

❹
ザ・ロイヤルパークホテル
キャンバス神戸三宮

地下鉄三宮駅西出口
3から徒歩１分

地下鉄三宮駅
→ ２駅目大倉山駅

210円 約17分

❺
ホテルモンテエルマーナ神戸
アマリー

地下鉄三宮駅西出口
3から徒歩３分

地下鉄三宮駅
→ ２駅目大倉山駅

210円 約13分

❻ ホテルサンルートソプラ神戸

ポートライナー貿易セ
ンター駅徒歩２分
JR三ノ宮駅東口下車
徒歩７分

ポートライナー貿易セン
ター駅 → 地下鉄三宮駅
→ 大倉山駅

420円 約25分

❼ 神戸元町東急REIホテル JR元町駅徒歩3分
阪神元町駅 → 高速神
戸駅 ・・・徒歩約7分

130円 約23分

❽ 神戸プラザホテルウエスト JR元町駅徒歩3分
阪神元町駅 → 高速神
戸駅 ・・・徒歩約7分

130円 約20分

❾
センチュリオンホテルグランド
神戸駅前

JR神戸駅徒歩1分 徒歩約8分 なし 約8分

➓ 神戸ホテルジュラク JR神戸駅徒歩３分 徒歩約12分 なし 約12分

⓫ ホテルクラウンパレス神戸 JR神戸駅徒歩４分 徒歩約13分 なし 約13分

新開地 ⓬
ホテルサンルートソプラ神戸
アネッサ

阪急・阪神新開地駅7
番出口下車徒歩1分

徒歩8分地下鉄湊川公
園駅 → １駅目大倉山駅

130円 約16分

最寄駅からの
所要時間

三宮駅

元町

神戸駅

会場へのアクセス
エリア 番号 ホテル名

 

 

【取消料】募集型企画旅行 

・お申込み後の変更・取消は、必ず WEB システム上で操作してください。 

  取消基準日は、弊社の営業時間内（〜17:30）とします。旅行当日で WEB 操作ができない場合、

および旅行開始後の変更・取消のみ電話にてお申し出ください。 

 

 ・旅行契約成立後、お客様の都合で契約を解除されるときは、次の金額を取消料として申し受けます。 

  取消後の返金につきましては、取消料を相殺した残額をご返金いたします。 

契約解除の日 取消料（お１人様） 

旅行開始日の前日

から起算して 

さかのぼって 

1. 21 日目にあたる日以前の解除 無料 

2. 20 日目にあたる日以降の解除（3〜6 を除く） 旅行代金の 20％ 

3. 7 日目にあたる日以降の解除（4〜6 を除く） 旅行代金の 30％ 

 4. 旅行開始日の前日の解除 旅行代金の 40％ 

5. 当日の解除（6 を除く） 旅行代金の 50％ 

6. 旅行開始後の解除または無連絡不参加 旅行代金の 100％ 
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 会場周辺は飲食店、コンビニエンスストアが少ない環境にあること、午前と午後の課題別研究協議

会の休憩時間を有効にお使いいただくため、１０月２７日（金）の昼食弁当をご用意します。 

ご希望の場合、大会参加・宿泊同様インターネットでお申込みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取消料】手配旅行契約 

 

契約解除の日 取消料（お１人様） 

旅行開始日の前日

から起算して 

さかのぼって 

1. 3 日目にあたる日以前の解除（10/23 以前） 無料 

2. 上記１以降の解除（10/24 以降） 旅行代金の 100％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）昼食弁当 （手配型企画旅行）   料金：１個 1,100 円（お茶付・税込） 

 

 



- 6 - 

 

３．お申込み、変更・取消、決済手続き方法 

 

  初回ご利用時 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  操作マニュアルは、ログイン後のマイページから閲覧・ダウンロードしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターネット申込ページをクリック  → https://amarys-jtb.jp/hokenanzen/ 

「はじめてご利用される方」の「参加」にチェックをいれ、「次へ」をクリック 

お申込者の氏名、年齢、連絡先、ログイン ID・パスワード等個人情報を登録し

てください。 

個人情報の登録、ログイン ID・パスワード設定完了 

参加・課題別研究協議会・宿泊・昼食弁当の申し込みを登録（適宜変更・取消） 

２回目 

以降 

指定期日までに各自希望の支払い手続きを完了 

⇒ クレジットカード（手数料なし）、コンビニ（手数料 420 円）、 

Pay-easy（インターネットバンキング 420 円、ATM 420 円）から選択してください。 
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４．ご旅行条件（要約） 

 

 募集型企画旅行契約  

この旅行は株式会社 JTB神戸支店（神戸市中央区京町 70松岡ビル 6階 観光庁長官登録旅行業第

64 号。以下「当社」という）が企画・実施する旅行であり、この旅行に参加されるお客様は当社

と募集型企画旅行契約（以下「旅行契約」という）を締結することになります。また、旅行条件

は、下記によるほか、別途お渡しするご旅行条件書（全文）、出発前にお渡しする最終日程表と

称する確定書面及び当社旅行業約款募集型企画旅行契約の部によります。  

  

 旅行のお申し込み及び契約成立時期  

(1) 所定の申込書に所定の事項を記入し、お申し込みください。  

(2) 旅行契約は、当社が契約の締結を承諾し申込金を受領したときに成立するものとします。  

(3) 申込金：ご旅行代金全額  

  

 旅行代金のお支払い  

旅行代金はお送りする請求書に記載された当社が指定する期日までにお支払ください。 

また、お客様が当社提携カード会社のカード会員である場合、お客様の署名なくして旅行代金、 

取消料、追加諸費用などをお支払いただくことがあります。この場合のカード利用日は、お客様

からお申し出がない限り、お客様の承諾日といたします。  

  

 取消料  

旅行契約成立後、お客様の都合で契約を解除されるときは、各箇所に記載されている金額を取消

料として申し受けます。  

  

 旅行代金に含まれるもの  

（１）各旅行日程およびご案内に明示した運送機関の運賃・料金（注釈のないかぎりエコノミー

クラス）、宿泊費、食事代、入場料・拝観料等及び消費税等諸税。  

（２）添乗員が同行するコースにおける添乗員経費、団体行動に必要な心付け。  

（３）パンフレット等において、旅行代金に含まれる旨表示したもの。  

    これらの費用は、お客様の都合により一部利用されなくても原則として払い戻しいたしま 

せん。  

     

⚫ 旅行代金に含まれないもの上記「旅行代金に含まれるもの」以外のものは含まれませんが、

その一部を以下に例示します。  

（１）超過手荷物料金（特定の重量・容量・個数を超える分について）。  

（２）空港施設使用料等（パンフレット等に明示した場合を除きます）。  

（３）クリーニング代、電報電話料その他の追加飲食等個人的性質の諸費用及びそれに伴う税・

サービス料。  
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（４）ご希望者のみ参加されるオプショナル・ツアー（別途料金の小旅行）の料金。  

（５）運送機関が課す付加運賃・料金（例：燃油サーチャージ）。  

（６）自宅から発着地までの交通費・宿泊費。  

  

 特別補償  

当社は、当社又は当社が手配を代行させた者の故意又は過失の有無にかかわらず、募集型企

画旅行約款別紙特別補償規程に基づき、お客様が募集型企画旅行参加中に急激かつ偶然な外

来の事故により、その身体、生命又は手荷物上に被った一定の損害について、以下の金額の

範囲において、補償金又は見舞金を支払います。  

・死亡補償金：1,500 万円  

・入院見舞金：2～20万円  

・通院見舞金：1～5万円  

・携行品損害補償金：お客様 1名につき～15万円（但し、補償対象品１個又は 1対あたり 10

万円を限度とします。）身体外部から有毒ガス又は有毒物質を偶然かつ一時に吸入、吸収又

は摂取したときに急激に生ずる中毒書状（継続的に吸入、吸収又は摂取した結果生ずる中

毒症状を除きます。）を含みます。ただし、細菌性食物中毒は含みません。＜免責事項＞  

    

 「通信契約」を希望されるお客様との旅行条件  

当社提携クレジットカード会社のカード会員（以下「会員」といいます。）より「会員の署名

なくして旅行代金や取消料等の支払いを受ける」こと（以下「通信契約」といいます。）を条

件にお申込みを受けた場合、通常の旅行条件とは以下の点で異なります。  

（１）契約成立は、当社が電話又は郵便で旅行契約の締結の承諾通知を発信したとき（E-mail 

等電子承諾通知を利用する場合は、その通知がお客様に到達したとき）とします。ま

た申込時には「会員番号・カード有効期限」等を通知して頂きます。  

 

（２）与信等の理由により会員のお申し出のクレジットカードでのお支払いができない場合、 

当社は通信契約を解除し、規定の取消料と同額の違約料を申し受けます。ただし、当社 

が別途指定する期日までに現金による旅行代金のお支払いをいただいた場合はこの限

りではありません。  

  

 国内旅行保険への加入について  

    旅行先において、けがをした場合、多額の治療費、移送費等がかかることがあります。 

      また、事故の場合、加害者への損害賠償請求や賠償金の回収が大変困難であるのが実情です。  

   これらの治療費、移送費、また、死亡・後遺障害等を担保するため、お客様自身で充分な額の 

国内旅行保険に加入することをお勧めします。詳細については、お問合せください。  
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 事故等のお申出について  

旅行中に、事故などが生じた場合は、直ちに同行の添乗員・現地係員・運送・宿機関等旅行 

サービス提供機関、又は、お申込個所にご通知ください。（もし、通知できない事情がある場

合は、その事情がなくなり次第ご通知ください。）個人情報の取扱について当社及び販売店は、

旅行申込の際に提出された申込書等に記載された個人情報について、お客様との連絡のために

利用させていただくほか、お客様がお申込みいただいた旅行サービスの手配及びそれらのサー

ビスの受領のための手続きに必要な範囲内、当社の旅行契約上の責任、事故時の費用等を担保

する保険の手続き上必要な範囲内、並びに旅行先の土産品店でのお客様のお買い物等の便宜の

ために必要な範囲内でお申込みいただいたパンフレット及び最終旅程表に記載された運送・宿

泊機関等及び保険会社、土産品店に対し、お申込み時にいただいた個人情報及び搭乗される航

空便名に係る個人データを、予め電磁的方法等で送付することにより提供いたします。  

 

（１）当社及び販売店は、旅行中に疾病・事故等があった場合に備え、お客様の旅行中の連絡先

の方の個人情報をお伺いしています。この個人情報は、お客様に疾病等があった場合で連絡

先の方へ連絡の必要があると当社が認めた場合に使用させていただきます。お客様は、連絡

先の方の個人情報を当社及び販売店に提供することについて連絡先の方の同意を得るものと

します。  

（２）その他、個人情報の取扱いについては、ご旅行条件書（全文）の「個人情報の取扱い」を 

ご参照ください。なお、当社の個人情報に関するお問い合せ窓口は次の部署となります。  

株式会社 JTBお客様相談室  

〒140-8602 東京都品川区東品川 2-3-11  

https://www.jtb.co.jp/form/inquiry/wmform.asp  

  

⚫ 旅行条件・旅行代金の基準  

この旅行条件は 2023 年 7月 1日を基準としています。又、旅行代金は 2023年 7月 1日現在の

有効な運賃・規則を基準として算出しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


